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館1W1Il跡

a種事近縁 {尚から〉

111胤1Il勝
トレンチ設定状況

町f樹繊跡

泊鱗検出状況
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矯3章調査由紀飴

館婦緩跡

遺購検出状況

館組面城跡

遺物検出状況

館脇被跡

遺物検III状況
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7 秋田空港アクセス

( 1 ) 

2 

秋田県河辺郡雄和町奥椿岱 195-4B外

平成 10年 4月21日'"'"'4月24日

第 2節遺跡範囲確認調査

主要地方選河辺雄和線を南下し、秋田県立中

ミネソタ州立大学秋田校へと至る十字路右側の台地上にある。遺跡、の立地する台地は、岩見

) 11左岸に形成された河岸段丘群のうち中位の段丘で、遺跡の標高は 60"-'63mである。遺跡西部から

南部にかけて牧草地が広がり、南端に牛舎が建っている。遺跡北部から東部は斜面になっておりミ笹

薮が繁茂する小沢部分が南東部に存在する。

②現況

工事区域内遺跡範囲のうち、平垣部は牧草地となっており、北側および東側の斜面は笹が繁茂して

いる。これらの境界には立木が散在している。遺跡南部にはポンプ小屋が建っていて、現在も使用中

である。

5 範

道路仁!こi心杭と幅杭を基準にして設定した幅 1---2mのトレンチ調査により遺物の有無、地山富にお

ける遺構の存在を確認した。試掘した総面積は 435rrfで、調査対象面積の約 5.1%である。

7 

平垣部は、 I @黒褐色土(20"-'50crn)、E麗:.LiHtlJ漸移属(5'""'-'30 crn)、 :士i白山@黄樺色土で

ある。 1題、立層ともに撹乱を受けている。これに対して斜面は、 IJ麗:表土 e黒色土(20 50 crn)、

豆層:褐色土(5'""10crn入軍属:士官山漸移層(5"-'30crn)、fv層:地山@黄櫨色土となっている。斜面のほ

うが本来の層序に近いと推定される。

遺構 e造物ともに立層から検出されたが1 平坦部北部では豆層上面から中面、平垣部南部および斜

面では亘属中面から下面となっており、若干の違いが見られる。また、調査区南東部の小沢部分から、

火山灰が豆層と亜層の境界付近から検出された。

②検出遺構と出土遺物

竪穴住居跡 5軒、土坑 8基、焼土遺構 2基を検出した。造物が集中して出土した地点は、台地の北

端と、東の縁で検出した竪穴住居跡周辺である。斜面からは土器片が数点出土したのみであり、台地

からの流れ込みであると考えられる。土器、石器がそれぞれコンテナ l箱分出土したが、時代を特定

できる造物は極端に少なかったものの、縄文時代中期後半と考えられる O

8 所見

①遺跡、の種類

遺跡は、縄文時代中期後半の集落跡である。
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第 3章調査の記録

②遺跡の範毘

遺跡範囲は台地全体と斜面の一部である。

③発掘調査時に予想される遺構@遺物

竪穴住居跡は 5~10 軒、土坑は 10~20 墓程度検出されると予想される。特に、調査区北側の台地

および斜面の上部には遺構@遺物が集中し、それ以外の牧草地部分や小沢部分等は遺構@造物は僅少

であると思われる。
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第 2節遺跡範囲確認調査
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奥絡岱遺跡

遠景 〈北方、ら〉

奥絡岱遺書事

土坑検出tt羽 ωtから)
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第3.調査由記録

輿鱗1，~JAI*

遺物!ljj状況(憎から)

奥締岱追跡

土~L般!l 11状況〈刈から)

奥締tS遺跡

作業風鼠{聞から〉
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S 緊急地方道路整備事業象潟矢島繰
みたけこうえんたて

( 1 )御議長公歯舘跡

? 遺跡所在地

2 範罷確認欝査期間

る。

7 範臨確認調査の結果

①層序-( )内の数字は謄)享一

秋田県由利郡象潟町字横山 138外

平成 10 年 11 月 16 日~ 11月30B 

非整地部の基本層序は以下のとおりである。

第 I層暗褐色土 10YR3/4(15cm) 表土層

第E層 階褐色土 10YR3/3(15cm) 1日表土層-

第直属褐色土 7.5YR4/4(45cm) -漸移層-

第 2節遺跡範部確認調査



第 3章調査の記録

一地LL

非整地部は沼地未買収地内の立木が残る部分で、自然な傾斜の斜面が残っている O 斜面の下部では

比較的層厚があるがミ上部にいくほど浅くなる。特に第盟層の層摩にそれが顕著に見られた。一方、

段状に造成されている整地部の基本震序は以下のとおりである。なお、下記整地部の第璽、

はそれぞれ上記非整地部の第豆、車、 IV震に対応する。

第 1J震培掲色土 10YR3/4(15cm)

第E層階褐色土 10YR3β(55cm)-整地土層

盟}麗 暗掲色土 10YR3/3(15cm) 18表土層-

7 盈)

7.5YR4/6 地u_J-

段状地形の縁部は、整地によって斜面上部から られており、かなり あり、

は浅く、地山まで切られて整地されている部分もある。この場合、第H層~第五7層まで削平されてい

る部分もある。なお、第立)霞の整地土層には径 5mm前後の地山粒子が一様に混入している。また、調

査区全体でみると 16トレンチと 26トレンチを結ぶラインを境にして、それよりも南側では地山の下

に砂層の堆穣が確認できたが、北側では確認できなかった。砂層は、浅いところで、は約50cmの深さで、

深いところでは 1m前後の深さで確認でき

②検出遺構と出土遺物

a検出遺構

今回の範癌確認調査対象区は、現況で数段に渡る段状の地形を確認できたので、トレンチを設定し

したところ三段状地形の断面に切土 e議土を繰り返し整地したことによる!日表土や漸移層の当!J

平と層序の逆転が見られ、人為による切 e盛土を伴う段築様の遺構と判断したが、造物の検出が極微

ため段築様地盤形成の時期を特定することは思難であった。 16トレンチと 17トレンチの一部で

の下の18表土層から近世のものと思われる陶磁器片が l点ず、つ

いては整地が近一度以降に行われたものと判断する。

したので1 その部分につ

上記以外に、 8トレンチ地山面で幅約 1mの培褐色土の溝状プランを擁認したほか、 13トレンチ地

もE者福色土の溝状プランを確認した。更に、 13トレンチ北側壁面で土坑状の落ち込みを

し、 16トレンチ北側壁面で!日表土層の不自然な段差を断面で、深さ約 160cmの地山道jで、上坑と患

われる径約羽田の暗褐色土の円形プランを確認した。また、 17トレンチ地山面でやはり土坑と思わ

れる暗褐色土の円形プランの一部を、 25トレンチ地山面で竪穴状遺構と思われる一辺約 3mの暗褐色

土の方形プランの一部を、 27トレンチ地山部で 2基の土坑の一部と思われる精子易色土のプランをそれ

ぞれ確認した。いずれも遺物が検出されなかったため時期の特定はできなかったが、確認した層位の

レベルから判断して、中世以前の遺構の可能性が想定される。なお、これらの覆土には微量ではある

が径数臓の炭化物粒子が含まれている。

b出土遺物

遺物は陶磁器片 7点(近世3点、近代4点)、すり鉢片 l点(近@現代)などが出土した。
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第 2節遺跡範囲確認調査

S 

①遺跡の種類

中世の館跡、及び近世、近代の複合遺跡である。

②遺跡の範囲と

今|瓦iの範囲確認調査対象区は、その全域が段状の地形を呈していることや、トレンチ調査で確認し

た地業及びその他の遺構の分布から察すると、広範屈な館跡の一部と判断した。また、このことは周

辺地域に「烏の海JI鳥屋森 I大道JI木戸口JI馬道JI四隅池」など有意な地名が残ることからも

容易に推測されるところである。したがって、工事区域内遺跡範向は、範囲確認調査対象区全域とす

。
ス》

③発掘調査時に予想される遺構§遺物

語述した検出遺構は、その明確な時期や性格を決定する資料が出土しなかったため不明であるが、

範囲確認調査対象区とその周辺は古くから中世の館跡と考えられていること(註入更に今回の調査で

出土した陶磁器の破片から判断すると、中世の館跡及び近世などに関連する遺構@遺物が検出される

ものと予想される。

なお、今回の調査対象区とその隣接周辺区域は、土地所有者によると戦前までは水田として耕作し、

戦後畑地として一時耕作したが、昭和 30年代から杉を植林し現況のようになってきたとのことであ

る。そのため、調査対象区内には71<.133"畑地などの造成の際に土盛りされて天地返しされた土震が数

箇所に認められた。トレンチ設定箇所でも地山まで部平されているところがあり、遺構会造物の違存

状況はあまり良くないものと思われる。

号

の調査で用地未買収のため立木が未伐採で、しかも地形状危険度が高いことから調査を見合わ

せた部分については、調査条件が整えば本調査時に危険を回避しながらのトレンチ調査が可能になる

むで、調査を必要とする面積に含んだ。

:象潟町『象潟町史資料編 1J 1998年(平成 10年)
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遺跡範囲確認調査
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ilIl 0. ;11伐の記録
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御組公1剖館E事
遺跡泌尿 Cltから〉

IIIIT公鼠tfltf
作業風景 〈鋭から〉

御獄公凶町ll$
斜1m低舗の段以地形

土層断iIO(i判から)
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御鎌公閉館跡
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